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為替介入っていつ入るのさ？
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為替介入っていつ入るのさ？

【財務省：外国為替平衡操作の実施状況】
・2022年9月22日（145円90銭台→140円30銭台）

・2022年10月21日と22日（151円96銭→145円11銭）
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為替介入っていつ入るのさ？

【介入の段取り】（田代の感覚）

① 財務官もしくは財務相による口先介入（注視する）

② 財務官もしくは財務相による口先介入（かなり急速な動き、最も適切な対応
をとる）→今ここ

③ 財務官もしくは財務相による口先介入（投機的な動き、あらゆる措置を排除
しない）

④ 財務官もしくは財務相による口先介入（断固たる措置をとる用意）

⑤ 財務官もしくは財務相による口先介入（スタンバイ）

⑥ 政府・日銀担当者によるレートチェック

⑦ 実弾による為替介入実施（財務大臣の権限で、日本銀行が介入を実施）
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為替介入っていつ入るのさ？

〇「為替水準」

→2022年に実施した最後の為替介入水準は151円96銭

→2023年11月1日のスタンバイ発言は151円72銭→149円20銭

→2023年11月13日の151円95銭の時は口先介入に留める（海外市場での米CPIが予想下振れで円安一服）

〇「スピード感」

→2023年9月7日、神田財務官「1カ月半で10円も円安に推移」

→2024年2月14日、神田財務官「1カ月で10円も円安に推移」

〇「大義名分」

→円安加速に伴う物価上昇で国民から生活が苦しいとの声

→円安加速に伴う企業業績への懸念

〇「根回しの完了」

→為替が動くことに対する欧米への十分な根回し


